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研究成果の概要（和文）： 我々は、厚生労働省からレセプト情報・特定健診等情報データベース (NDB) の提供
を受け、NDBをもとにデータベースの構築を行い、令和6年3月に完了した。今後はデータベースを基に、集中治
療後症候群 postintensive care syndrome (PICS) の発症因子を明らかにするためのデータ解析を行う予定であ
る。また、並行して当該研究と関連する敗血症に関する論文を令和3－5年度に投稿し、筆頭著者として6編（令
和3年度）、1編（令和4年度）、1編（令和5年度）の論文が出版されている。

研究成果の概要（英文）： We obtained National Data Base (NDB) from Ministry of Health, Labour and 
Welfare. Database was constructed based on NDB and completed in March 2024.We will continue data 
analysis to clarify the risk factors of postintensive care syndrome. In parallel, we published 
several papers on sepsis.

研究分野： 集中治療医学

キーワード： 集中治療後症候群

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 敗血症生存患者のPICSに関する報告は海外ではされているが、残念ながら日本からこのような研究が発表され
ておらず、NDBを用いたPICSの発症予測因子を検討する大規模研究も行われていない。PICSは2012年に提唱され
た新しい疾患概念であるため、海外でも対象者が数万人単位のPICSに関する研究は未だ皆無であるのが現状であ
る。本研究において、データ解析をする研究対象者は2.5万人となる見込みであり、本研究は、PICSの発症予測
因子を解明する先駆的研究である。現在、データベースの構築が完了し、PICSの発症予測因子を明らかにすべく
解析を進めている。国民の健康に寄与する結果が出ると確信している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

集中治療室(ICU)における技術革新や各種ガイドラインの整備により、近年、集中治療医学
は劇的な進歩を遂げ、ICU 死亡率など短期的なアウトカムは改善した。しかし、ICU 退室後の長
期予後や生活の質 Quality of life（QOL）は未だ改善していない（Yende et al. Crit Care Med. 
2016）。集中治療後症候群 postintensive care syndrome (PICS)とは、ICU 在室中、退室後お
よび退院後に生じる運動機能・認知機能・精神の障害であり、ICU 患者の長期予後および QOL
に影響を及ぼす。その概念は 2012 年に提唱された。米国の報告によると、集中治療を受けた 500
万例のうち、50－70％が PICS を発症する (Myers et al. JAAPA. 2016)。 

敗血症は高齢化社会で増加する。全敗血症患者のうち約 60％は 65 歳以上の高齢者であり、
その死亡者数の約 80％を占める（JaVadi et al. J Surg Res. 2005）。近年、敗血症が PICS の重
要な危険因子であると報告された（Yende et al. Crit Care Med. 2016）。敗血症の救命率は集中
治療の進歩により、向上してきている。これは同時に PICS を発症する患者の増加も意味する。
Yende らは、ICU を退室した患者の 1/3 は 6 ヶ月後に死亡しており、1/3 は 6 ヶ月後に何らか
の機能障害が残存すると報告した（Yende et al. Crit Care Med. 2016）。日本の 65 歳以上人口
は 2030 年には総人口の約 32％を占めると推測され（総務省. 情報通信白書 平成 24 年度版.）、
敗血症患者の増加と共に PICS を発症する患者の増加が見込まれる。日本版敗血症診療ガイドラ
イン 2016 はその重要性を認識し、PICS を独立した章として世界に先駆けて取り上げた。PICS
をいかに予防するかが今後の大きな課題である。 
２．研究の目的 

厚生労働省のレセプト情報・特定健診等情報データベース(NDB)に集積されている個人の健
診結果や治療歴は国民の健康増進や医療費の適正化のために有益な情報を含む。集中治療後症
候群(PICS)とは、患者の長期予後に影響を及ぼす集中治療室在室中、退室後および退院後に生じ
る運動機能・認知機能・精神の障害である。NDB を用いた PICS に関する報告は日本からは発
表されていない。NDB を用いた PICS の発症予測因子を解明する数百万人を対象とした大規模
研究も国内外で行われていない。本研究の目的は、NDB を解析して PICS の発症予測因子を明
らかにし、PICS の予防のために、重点的に改善するよう指導すべき NDB に収載された特定健
診・保健指導データの項目を浮き彫りにし、医療費や介護費の適正化、さらには国民の生活の質
の向上につなげることである。 
３．研究の方法 

多変量解析（多重ロジスティック回帰分析およびコックスの比例ハザードモデル）により、
PICS の発症予測因子の検討をする。また、サブ解析として ICU 退室後、6 ヶ月以内の死亡の有
無、PICS による運動障害・認知機能障害・精神の障害の発症の有無を目的変数とした多変量解
析も行う。 

具体的な多変量解析の目的変数、説明変数については以下の通りである。 
・目的変数：退院後の新規の在宅医療の開始の有無、ICU 退室後、6 ヶ月以内の死亡の有無お

よび ICU 退室後の新規リハビリテーションの開始の有無・新規の抗認知症薬の処
方の有無・新規の抗うつ薬、抗不安薬、抗精神病薬の処方の有無 

・説明変数：NDB に収載されたレセプトデータ（年齢、性別、癌、冠動脈疾患、糖尿病、高血
圧）、特定健診・保健指導データの各項目（BMI、腹囲、空腹時血糖、HbA1c、収
縮期血圧、拡張期血圧、中性脂肪、HDL コレステロール、LDL コレステロール、
GOT、GPT、γ-GTP、ヘモグロビン、眼底検査）、在院日数、集中治療室滞在日
数、集中治療室滞在中の人工呼吸・腎代替療法・ECMO・Polimyxin B immobilized 
fiber column direct hemoperfusion（PMX）の導入、入院した病院の病床数 

４．研究成果 
我々は、厚生労働省からレセプト情報・特定健診等情報データベース (NDB) の提供を受け、

NDB をもとにデータベースの構築を行い、令和 6 年 3 月に完了した。今後はデータベースを基
に、集中治療後症候群 postintensive care syndrome (PICS) の発症因子を明らかにするための



データ解析を行う予定である。また、並行して当該研究と関連する敗血症に関する論文を令和 3
－5 年度に投稿し、筆頭著者として 6 編（令和 3 年度）、1 編（令和 4 年度）、1 編（令和 5 年度）
の論文が出版されている。 
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